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財ゲ Y吋泊三長用 7冊皆同

I 毎毒事長目的

保美の指導監督と海難防止をはかゐため，試験船取前面船，一般自主j、船との闘に無線通信を行うことによ

り，操業扶序維持，t¥Et、場管理の遁正を凶りぬ期三E留の合理化と安全操業に貸する。

日等主義内容

1.実施崩閥附和4S年4-:Hl

2. 交信海域

青森県i中合，同本海全域，北j句通:ilJ:i印南部千島海域，棒太西部i毎域，沿海州，太平洋B海域

3. 担当者

主伝通信土長谷繁蔵

技 師竹森武一

技 帥工民主 衛

4. 取扱通信桂月Ij

(1) ね薬指導官ぽ通信

A Bヱドj毎ますね場位置報告通信

B 試験船，監枕船との指樽監督通信

C ~県海侃収集，速割賦f信

D 調査，試験，観j偽通信

Q) 道難，緊急、，安全通信

。) 保安，安急、通信

(4) 航路醤報通信

(5) 侭莱気象通信

(6) 漁莱通信

5. 迫信方法

(1) 無線電話(S S B方式)による送信受信

(2) 気象，ぬ海侃のファックス受信

(3) 遭難波A1 2091KC専用受信

(4) 軌 6時:{0分同局夜9時:{0分間局

血事業柑栄

1. 管内の自胡自民放

主ぞ竺!電信電話 電話船 準加入 合計 i併設船

目白和
4 5.3.:{ 1現在 2隻 7 2隻 。隻 74隻

昭和 3隻46.3.3 1現在 8 S隻 。隻 88隻
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2 管内船舶辿信士の選任状剖

よぞ竺Ij電信級 電話級 特技 合計
昭手口

3人
4 5. 3.:~ 1現在

6人 6 5人 7 4人

出手口 4人
46.3.3 1現在

3. 管内船舶局送解任件数

卜明¥日間¥選¥解¥任、151 選任件紋 解任オ牛数 備

自白手口 2 2件 1 1件
4 4年度

日討非日 2 7件 6件(4 !)年度

4. 取扱通信実頑

γそ1指導監督 気 象 l:¥¥'， 莱

件 時 分 件
t 1，8 5 1 2 3 o 5 1，7 9 <; 

5 2，う 59 2 3 1 <; 2， 5 4 2 

6 1，3 9 6 2 2 3 0 1，0 5 8 

7 6 9 3 2 3 1 5 8 <; 6 

8 418 2 3 3う 1，6 4 6 

9 299 2 3 2 0 3，2 7 6 

1 0 3 08 2 3 1 5 2，274 

1 1 246 2 2 う0 1，8 1 7 

1 2 2 1 <; 2 3 lラ 370 

1 292 2 4 2 <; 2 9 <; 

2 2 5 6 2 1 5う 239 

3 う25 2 4 o 0 677 

件 時 分 件
15-ゴ 言十 9，058 278 4 0 1 6，8 4 <; 

件 時 件
前年度計 6，1 7 8 94 

1 分0 1 8，4 8 6 

% % 
前年度比 I1 4 6.6 I 2 9 5.ψ9。l 9 O. 1 
5. 講習，打ち合せ，技術指導

A 気象講習会

B 通信反省、会

C 通信運用打合せ

2回延!)!)名

1回!)0名

2回延!)!)名

D 日本海ます通信打合せ 1也j :~ ;)名

E 技術指導 !) 8回

6 参観状記

考

事故

件

3 

2 

。
2 

2 

4 

件
1 9 

件
2 1 

% 
90.8 
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込

オート
相手局数 通信待問

アラーム

件 局 時 分
2，873 442 3 0 

4，022 46 0 1 2 

1，7 9 9 442 4 <; 

3 1，2 6 9 457 3 5 

1，76 0 4う7 う0

3，2 4 5 4 4 3 3 0 

2 2，3 <; 6 4 5 7 3 5 

2 1，8 62 4 4 3 o 3 

403 4 4 9 3 0 

340 4 <;う 2 1 

346 413 。。
824 4 57 1 5 

件 ノ司 時 分

1 0 2 1，099 5，3 8 0 o 6 
件 局 時 分
1 2 6，06 7 う， 1<; 4 o 7 
% % % 
8 3. 3 3 4 7.7 1 0 4.3 I 
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lV事案の成主食および今後の謀超

1.事業の成呆

(1) 全7絞に各許証域とほぼ満足できる交信設定か左されたo

但し辛洋丸の太平洋さけ，ます県立美試験におけゐ交信は遁距離と尉波紋の闘係から日中の通信は

できず，夜間通信(tLs.艮られたが空電雑音のため相当困難であった。

(2) 艇、j特J比の速報は情報収集か容易でなく定時放送の確立が左され左かった。

2. 今後の訣題

(1) 免許体制か県と組合の 2本建てであるため逗営主体が明石毛で左い。よって経常費，通信業務と命

令糸筑，施設費， iき起事務が合通的で左いので改善が望ましい。

(2) ぬ海出速報は定時放送か好ましいので陶係訣.1)長と連けいし，定時放送に改めたい。

(3) 最近白劉車等の交通騒音.1宗函不明の雑音か通信莱務に支障をきたしていふ。早急、に原因調査と

これか対策が必援であゐ。

(4) 太平洋B海域と交信を谷易にするため 8MC短波風波数の増設を考慮したい。
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